
【袋井市】 幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業（文部科学省委託事業）

事業実施の
目的

 本市が推進する幼小中一貫教育の中で、一人一人の多様性を配慮しながら、すべての子どもたちの学びや生活の基盤を育む幼
保小の円滑な接続のあり方、その具体的なカリキュラム開発と実施、検証・定着

事業内容
・成果

（R４年度）

１．主な取組内容について
【架け橋期のカリキュラム開発会議】
大学教授、幼小中一貫教育の学園代表（公立園・私立園・小学校の保育者・教員）、保護者代表、地域の有識者からなる
開発会議を４回開催し、カリキュラムの作成方法や幼小の連携・交流の状況、架け橋事業の理解・周知等について検討した。

【架け橋期のカリキュラム】
カリキュラム開発会議及びワーキンググループにおいて、本市が目指す架け橋期の重点と育てたい子どもの姿を記したプランと私立
園を含めた４つの学園ごとの接続カリキュラム（幼児期の終わりまでに育てたい姿を手掛かりにしたもの）を検討し、作成した。

【園・小学校における体制】
各小学校では、私立園を含めた多くの園から入学してくる子の情報共有や交流内容の充実に向けた連絡会（合同会議）を年
２～３回実施した。公立・私立を問わず、幼小の交流や体験・参観活動はほとんどの小学校区で年複数回行った。

【自治体における体制】
調査研究にあたっては、幼小中一貫教育のしくみを生かして、架け橋コーディネーターと幼児教育アドバイザー、未来の教育推進
室や学校教育課との連携を含め、市全体でより組織的、効果的、継続的に調査研究を進めた。コーディネーターは園・校を訪問
し、接続や交流状況を把握して助言を行ったり、研究協力園・校の研修に参加して、理解の促進を行ったりした。また、就学前教
育推進会議を年４回開催し、公立園・私立園・小学校の担当者が参加して、滑らかな接続に向けての資質向上やカリキュラムに
ついての情報共有を行った。

２．主な成果について
スタートカリキュラムの実施により、ほとんどの小学校で、例年に比べて登校渋りや落ち着かない子が少なかった。また、架け橋期の
取組の重要性を、全教員・保育者で共有することや交流や連携活動の拡充を望むなど、教員・保育者の連携に向けての意識の
高まりが公立園・小学校だけでなく私立園でも見られた。

事業実施
地域・
協力園校
（R４年度）

【実施地域】○袋井市
【協力園校】
幼：公立幼稚園３園、私立幼稚園１園

私立こども園２園、私立保育園２園
小：公立小学校４校

今後の目標
（R５年度）

○学園カリキュラムに基づく教育・保育の実施と、検証
○交流・体験活動の充実・拡大
○教職員の連携の推進(異校種体験や合同会議の充実)
○架け橋事業の理解促進（全園・校での研修、架け橋通
 信の発行）

R5.5時点



【袋井市】 架け橋期のカリキュラム（案）

市の全体計画に基づき、ステージ
ごとに育ってほしい姿を、３つの力
に沿って明記

幼児期は、１０の姿を手掛かりに、
経験させたい内容を明記

小学校は、幼児期の体験との関わ
りが深い活動の単元名を明記

R5.5時点
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